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県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
宇
出
津
の
「
あ
ば
れ

祭
」。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
と
と
し
、
去
年
と
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
能
登
の
港
町
に
祭
り
の
音
色
が
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
っ
た
7
月
8
日
は
、
い
や
さ
か
広
場
前
で
、
5
本
の
大

松
明
が
火
の
粉
を
あ
げ
て
燃
え
さ
か
る
中
、
約
40
基
の
キ
リ
コ
が
勇

壮
に
松
明
の
周
り
を
乱
舞
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
酒
垂
神
社
と
白
山
神
社
の
2
基
の
神
輿
が
八
坂
神
社
を

目
指
し
、
町
内
を
暴
れ
回
り
ま
す
。
激
し
く
暴
れ
る
ほ
ど
喜
ぶ
と
い

わ
れ
る
神
の
た
め
、
神
輿
は
道
路
や
川
の
護
岸
に
打
ち
つ
け
ら
れ
、
炎
の

中
に
投
げ
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
疫
病
退
散
を
祝
っ
て
始
ま
っ
た
あ
ば
れ
祭
。
コ
ロ
ナ
収
束
の

願
い
乗
せ
、
燃
え
上
が
る
松
明
が
能
登
の
夏
の
始
ま
り
を
告
げ
ま
し
た
。

災
厄
を
祓
い
　
荒
ぶ
る
神
を
も
て
な
す

災
厄
を
祓
い
　
荒
ぶ
る
神
を
も
て
な
す
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7
月
4
日
に
開
か
れ
た
町
農
業
委
員
会
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
委
嘱
状
交
付
式

で
、
小
畠
正
巳
さ
ん
（
＝
本
木
＝
）
が
農
地

ニ
ュ
ー
ス

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　
　
本
木
の
小
畠
さ
ん
が
就
任

利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
推
進
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
行
う

も
の
で
、
任
期
は
令
和
5
年
7
月
19
日
ま
で

で
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
町
内
を

23
区
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
1
人
委
嘱
さ
れ

て
お
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
に
関
す

る
相
談
業
務
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
小

畠
さ
ん
の
担
当
地
域
は
第
9
区
、
宮
地
・
鮭

尾
・
大
田
原
・
柏
木
を
担
当
し
ま
す
。

　

6
月
28
日
、
能
登
町
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

式
が
役
場
里
山
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
永
年
に

わ
た
っ
て
納
税
組
合
長
を
務
め
た
8
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

○
能
登
町
長
表
彰

▽
干
場
輝
昭
（
鴨
川
納
税
組
合
長
）
▽
打
合

ニ
ュ
ー
ス

永
年
の
功
績
を
た
た
え

　
能
登
町
納
税
貯
蓄
組
合
表
彰

直
樹（
猪
平
納
税
組
合
長
）▽
小
畑
純
夫（
鍛

治
町
納
税
組
合
長
）

○
輪
島
地
区
税
務
協
議
会
長
表
彰

▽
田
村
操
（
上
町
納
税
組
合
長
）

○
奥
能
登
地
方
税
務
協
議
会
長
表
彰

▽
福
島
敏
（
梅
の
木
納
税
組
合
長
）

○
輪
島
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

▽
浜
谷
清
司
（
馬
場
出
組
納
税
組
合
長
）

○
能
登
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

▽
野
沢
政
昭
（
柏
木
納
税
組
合
長
）
▽
池
端

俊
朗
（
恋
路
納
税
組
合
長
）

　

7
月
4
日
、
役
場
里
山
ホ
ー
ル
で
7
月

30
日
に
石
川
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
、

第
68
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会
に
能
登
町

消
防
団
代
表
と
し
て
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

に
出
場
す
る
松
波
分
団
と
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
出
場
す
る
三
波
分
団
の
壮
行
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
大
森
町
長
が
「
体
長
管
理
に
留
意

し
、
も
う
1
つ
上
を
目
指
し
て
臨
ん
で
ほ
し

い
」
と
激
励
し
、
松
波
分
団
の
加
原
武
志
分

ニ
ュ
ー
ス

訓
練
成
果
を
発
揮
し
活
躍
誓
う

    

松
波
分
団
・
三
波
分
団
壮
行
式

訓練の成果を発揮し県大会での活躍を誓った

お
知
ら
せ

認
知
症
講
話
・
専
門
相
談

　

精
神
科
医
師
が
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の

普
及
を
目
的
に
講
話
を
行
い
ま
す
。

　

講
話
後
、
ご
希
望
に
応
じ
て
、
精
神
科
医

師
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
申
込

み
不
要
・
参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
に
よ
り
、
急
き
ょ
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時
　

8
月
24
日
㊌　

15
時
～
16
時
半

場
所　

上
町
公
民
館

講
師　

平
松 

茂 

医
師
（
公
立
能
登
総
合
病

　
　
　

院
精
神
セ
ン
タ
ー
長
）

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
8
月
17
日
㊌
ま
で
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
（
62
）
８
５
１
６

　

7
月
1
日
、
役
場
里
山
ホ
ー
ル
で
、
第
72

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
総
理
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
へ

　  「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

内閣総理大臣のメッセージを代読する保護司の
田中 孝さん

　

口
座
振
替
の
前
納
を
利
用
す
る
と
、
国
民

年
金
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
便
利
で
お

得
な
納
付
方
法
で
す
。

　

お
申
し
込
み
の
際
は
、
申
込
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
令
和
4
年
10

月
～
翌
年
3
月
ま
で
（
6
か
月
）
の
前
納
の

お
申
込
み
は
8
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
振
替
日
は
10
月
31
日
で
す
。

申
込
み
先　

口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る

　

金
融
機
関
ま
た
は
七
尾
年
金
事
務
所

期
限　

8
月
31
日
㊌
必
着

必
要
な
も
の
　
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
な

　

ど
の
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
・

　

通
帳
・
金
融
機
関
届
出
印

問
七
尾
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

　

住
民
課　

☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料

　
　
口
座
振
替
の
前
納
で
割
引

農地利用最適化推進委員
に就任した小畠さん

　

6
月
24
日
、能
登
町
町
会
区
長
会
連
合
会
・

柳
田
支
部
は
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
農
業

の
研
究
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
県
内
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
先
は
、
県
農
林
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
農
業
試
験
場
、
県
立
大
学

の
2
か
所
で
す
。

　

農
業
試
験
場
で
は
、
組
織
や
品
種
改
良

に
か
か
る
工
程
や
歳
月
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
、
県
が
長
年
研
究
し
開
発
し
た
、

ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
・
百
万
石
乃
白
・
秋
星
・

ル
ビ
ー
ロ
マ
ン
・
エ
ア
リ
ー
フ
ロ
ー
ラ
な

ど
の
品
種
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
研
究
で
使
用
し
て
い
る
農

ニ
ュ
ー
ス

町
会
区
長
会
・
柳
田
支
部
　
　

　
　
　
　 
農
業
の
研
究
を
視
察

場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

県
立
大
学
で
は
、
学
校
の
概
要
や
学
部
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
学
舎
や
農
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
美
し
く
手
入
れ
さ
れ
た
農
場
か

ら
は
、
学
生
が
研
究
や
実
習
に
真
っ
す
ぐ
取

り
組
ん
で
い
る
熱
意
や
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
青
少
年

の
非
行
防
止
や
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
地
域
社
会
で
支
え
合
い
、
更
生
を
援
助
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

式
で
は
、
珠
洲
能
登
地
区
保
護
司
会
の
政

田
ま
す
み
副
会
長
が
、
活
動
へ
の
協
力
を
求

め
る
あ
い
さ
つ
を
し
、
大
森
町
長
が
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
へ
向
け
て
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
後
、
保
護
司

の
み
な
さ
ん
は
町
内
の
施
設
や
企
業
な
ど
へ

広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

団
長
と
三
波
分
団
の
天
幸
幹
夫
分
団
長
が

「
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
優
勝
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
を
述
べ

ま
し
た
。

　

7
月
13
日
、
町
立
小
・
中
学
校
教
育
環
境

づ
く
り
検
討
委
員
会
は
、
町
教
育
委
員
会
に

対
し
、
町
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
と
適

ニ
ュ
ー
ス

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
と

　
　  

適
正
配
置
に
つ
い
て
答
申

眞智教育長に答申書を手渡す酒屋委員長

正
配
置
並
び
に
教
育
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
意
見
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
に
作
成
し
た
学
校

適
正
配
置
基
本
方
針
お
よ
び
実
施
計
画
を
基

に
、
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
化
を
進
め
て

き
ま
し
た
。計
画
作
成
か
ら
11
年
が
経
過
し
、

児
童
生
徒
の
減
少
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
の

小
規
模
化
が
進
む
中
、
昨
年
10
月
、
再
度
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

児
童
生
徒
数
の
さ
ら
な
る
減
少
が
予
測
さ

れ
る
中
、
将
来
を
担
う
児
童
生
徒
の
良
好
な

教
育
環
境
を
考
え
、
適
正
規
模
や
配
置
に
つ

い
て
な
ど
が
答
申
さ
れ
、
検
討
委
員
会
の
酒

屋
利
信
委
員
長
が
、
眞
智
教
育
長
に
答
申
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

答
申
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
は
今
後
、

新
た
な
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
と
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

※
答
申
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

出
場
選
手

松
波
分
団
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

指
揮
者  

加
藤
正
浩
／
1
番
員  

岩
坂
崇
寛

／
2
番
員　

加
原
慎
太
郎
／
3
番
員　

橋
本

武
蔵
／
4
番
員　

浅
井
一
仁

三
波
分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

指
揮
者  

谷
政
祥
悟
／
1
番
員  

橋
本
恭
祐

／
2
番
員  

天
幸
竜
弥
／
3
番
員  

川
端
俊
之
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まちづくり活動を応援します！
「公益信託能登町エンデバーファンド２１」「公益信託能登町エンデバーファンド２１」

　住民主体のまちづくり活動を支援する助成制度「公益信託能登町エンデバーファンド２１」の運営委員会
が 4 月 22 日に行われました。前年度助成団体からの報告と、本年度に申請した団体が自分たちの描くまち
づくりについて説明し、1 団体に助成支援が決定しました。

団体名 テーマ 助成額

ノトベリー キッチンカーを活用したブルーベリーの観光農園運営および
能登町産ブルーベリーをはじめ農作物等の付加価値向上 499.0 万円

　　　計　1 団体 499.0 万円

投票区 投票所 当日有権者数 投票者数 投票率

第 1 能登町役場　第 1 研修室・第 2 研修室 2,552 1,334 52.27%
第 2 町立ひばり保育所　遊戯室（仮設園舎） 1,059 569 53.73%
第 3 町立三波公民館　多目的研修室 430 247 57.44%
第 4 町立神野公民館　ホール 419 228 54.42%
第 5 町立鵜川公民館　図書室 822 469 57.06%
第 6 町立瑞穂公民館　和室 674 348 51.63%
第 7 柳田総合支所　会議室 1,184 685 57.85%
第 8 町立小間生公民館　研修室 341 193 56.60%
第 9 町立上町公民館　研修室 784 473 60.33%

第 10 町立岩井戸公民館　会議室 309 197 63.75%
第 11 内浦総合支所　第 1 会議室・第 2 会議室 1,741 872 50.09%
第 12 町立不動寺公民館　集会室 413 253 61.26%
第 13 町立秋吉公民館　集会室 256 156 60.94%
第 14 白丸コミュニティ施設　多目的ホール 578 313 54.15%
第 15 小木地域交流センター　ロビー 1,876 891 47.49%
第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室 887 520 58.62%

在外 2 1 50.00％

合計 14,327 7,749 54.09%

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

選
挙
区
投
票
率
は
54
・
09
％

　

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
7
月
10
日
㊐
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票

さ
れ
ま
し
た
。
投
票
総
数
の
う
ち
期
日
前
投
票
は
４
，
２
７
４
人
（
29
・
83
％
）、

投
票
率
は
前
回
（
令
和
元
年
7
月
21
日
執
行
）
を
2
・
58
㌽
下
回
る
54
・
09
％
で
し
た
。

　

各
投
票
区
の
投
票
・
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【選挙区】

西村ひろし 日本共産党 223

おかだ直樹 自由民主党 5,384

おやまだ経子 立憲民主党 1,561

先沖仁志 参政党 163

山田信一 NHK 党 162

針原たかゆき 維新政党・新風 78

無効 178

投票者総数 7,749

【比例代表】

幸福実現党 21.000

日本維新の会 447.999

れいわ新選組 118.155

公明党 911.000

ごぼうの党 15.000

立憲民主党 970.643 
国民民主党 144.272

参政党 165.325

日本第一党 15.083

日本共産党 176.142

新党くにもり 10.000

自由民主党 4,015.518

社会民主党 122.000

NHK 党 152.857

維新政党・新風 13.000

無効 451
投票者総数 7,749 

　起業・創業したい方、悩んでいる方、迷っている方、
ぜひ受講してみませんか。

申込み・問合せ先
　金沢大学能登学舎
　　珠洲市三崎町小泊33-7
　Tel 88-2568　Fax 88-2899　
　mail meister@adm.kanazawa-u.ac.jp 

■講義日程
第1回　「経営」
　日時　9月17日㊏　16:45～18:15
　会場　金沢大学能登学舎

■受講方法
　会場での対面講義
　※状況によってオンラインでの非対面
　　講義を併用する場合があります。

日　程 テーマ 時　間 会　場

第2回：10月22日㊏ 財政
16:45～　　

　　18:15
金沢大学
能登学舎

第3回：11月12日㊏ 販路開拓
第4回：12月 3日㊏ 人材育成
第5回： 1月28日㊏ ビジネスセミナー 9:30～12:00

■2回目以降の日程

「能登里山里海　創業塾」とは
マイスタープログラムと興能信用金庫が
開講する創業者支援プログラムです。
能登での創業（事業化）に必要な知識を
シリーズの講義で学びます。

参加者
募集 !!

「第 2 回のと未来会議」「第 2 回のと未来会議」を開催開催します
　のと未来会議の対面開催を３年ぶりに行います。
また、本編に併せて、高校生が様々な経歴の方に話を聞ける機会も設けます。
のと未来会議には全国から様々な方が参加しています。進学や仕事について聞いてみたい・様々
な経歴の方と話してみたい！という方は高校生に限らず、ぜひご参加ください！

※参加方法や詳細については、町ホームページまた
　は、ふるさと振興課地域戦略推進室（☎62-8527）
　までお問い合せください。

日　時　8 月 11 日㊍・㊗　
　　　　13:00 から
場　所　ノト クロスポート
参加費　無料　　
定　員　30 人

のと未来会議特別企画
「ちょっと変わった

　進学と仕事の相談会」
色々な職種の人と仕事や未来
について話せる会です

ゲスト　
全国から集まるのと未来会議
参加者・運営メンバー

「クロスポ in 能登町から
　　　　　　つくる未来」

能 登 町 を 舞 台 に 活 動 し て い る
方々とノト クロスポートの活用
アイデアなどを話し合います

高校生の皆さん
待ってます！

参加申込QRコード
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契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果
6月15日～7月14日

件　名　　 場　所 担当課 契約額 落札者

令和 4 年度　旧内浦健康福祉センター解体工事 松波 健康福祉課 7,700,000 円 ㈱西中建設

令和 4 年度　地方創生道整備推進交付金事業　
町道 2 級当目 1 号線災害防除工事 当目 建設水道課 9,405,000 円 ㈱モアグリーン

令和 4 年度　緊急自然災害防止対策事業　
町道 1 級神和住柳田 1 号線災害防除工事 十郎原 建設水道課 27,665,000 円 ㈱モアグリーン

令和 4 年度　生活基盤施設耐震化等交付金水道
施設等耐震化事業　配水管布設替工事

（その 1　布浦）
布浦 建設水道課 11,928,400 円 ㈱サンテック

令和 3 年度　道路メンテナンス事業　
道路橋定期点検業務（その 2） 管内 建設水道課 5,500,000 円 ㈱東洋設計

令和 4 年度　道路メンテナンス事業　
道路橋定期点検業務 管内 建設水道課 16,049,000 円 アルスコンサルタ

ンツ㈱

令和 4 年度　医療器械整備事業　
高圧蒸気滅菌装置購入 宇出津 宇出津病院 13,750,000 円 冨木医療器㈱

令和 4 年度　能登町指定ごみ袋購入 越坂 住民課 14,695,472 円 蒲田金物店

令和 4 年度　医療器械整備事業　
内視鏡画像ファイリングシステム購入 宇出津 宇出津病院 7,700,000 円 冨木医療器㈱

令和 4 年度　医療器械整備事業　
汎用超音波診断装置購入 宇出津 宇出津病院 11,550,000 円 冨木医療器㈱

令和 4 年度　医療器械整備事業　手術台購入 宇出津 宇出津病院 9,020,000 円 冨木医療器㈱

令和 4 年度　県単急傾斜地崩壊対策事業　
黒川急傾斜地崩壊対策工事 黒川 建設水道課 15,180,000 円 柳田建設㈱

令和 4 年度　緊急自然災害防止対策事業　
町道 1 級柳田国光 1 号線災害防除工事 柳田 建設水道課 28,380,000 円 ㈱モアグリーン

令和 4 年度　能登町立柳田小学校給食室空調設
備更新工事 柳田 教育委員会

事務局 7,568,000 円 四辻管工業㈱

令和 4 年度　生活基盤施設耐震化等交付金水道
施設等耐震化事業 配水管布設替工事

（その 2　姫）
姫 建設水道課 8,558,000 円 ㈲水上設備

令和 4 年度　生活基盤施設耐震化等交付金水道
施設等耐震化事業　舗装本復旧工事

（その 1　七見・鵜川）
七見・鵜川 建設水道課 9,900,000 円 ㈱ソテック

問企画財政課
☎62-8535

　町民の日常生活に必要不可欠な公共交通の運行や物資の輸送等について、原油高の影響を受けて
いる事業者に対し燃料費相当の一部助成を行うことでその維持を図り、町民生活の安全安心の確保
につなげます。

運輸業を経営している皆さまへ
申請期限

10 月 31 日㊊◇運送事業者原油価格高騰支援事業◇運送事業者原油価格高騰支援事業

■ 補助対象事業者

① 道路旅客運送業（タクシー・貸切バス）
②道路貨物運送業（トラック運送業）
①または②の事業者で北陸信越運輸局石川運輸支局か
　らの自動車運送事業の許可を受けている営業車両
　（緑ナンバー）の所有者

車種区分 補助額等

タクシー 1台あたり　２５，０００円

貸切バス 1台あたり　７５，０００円

トラック
燃料費用の１㍑あたり１０円
※対象期間令和3年8月から令和4年
7月（1台あたり上限30万円）

■ 申請方法および申請書類

次の書類をそろえて期限までに提出してください。
①補助金交付申請書兼実績報告書
②運輸局から自動車運送事業の許可を受けていることがわかるもの（許可書、更新許可書、運輸局へ
　の許可申請書など）の写し
③対象車両全ての車検証の写し
④報告書に記載のある燃料使用費のわかる領収書、帳簿の写しなど（トラック運送業のみ）

■ 補助額、補助対象経費および限度額

〇各種様式は、町ホームページからもダウンロードできます。 
〇詳しくは、町ホームページでご確認ください。 問ふるさと振興課☎ 62-8526

　近年、中小企業経営者の高齢化が進み、団塊世代の引退は目前です。
このまま放置すれば地域の雇用を失うだけでなく、大切な技術やノウハ
ウも途絶え地域の文化や経済面でも大きな損失に繋がります。
　事業承継に取り組む際は、「誰に事業所（経営）を承継させるのか
（後継者の確定）」が大きな課題です。後継者選びにあたっては、関
係者との意思疎通を図るとともに、事業所経営権の引継ぎ、後継者教
育など様々な課題があることから十分に時間をかけて検討する必要が
あります。大切な事業所、従業員のために、5年後10年後を見据えて先
送りすることなく今から準備を始めましょう。
　あらゆる事業承継についてお気軽にご相談ください。

経営者の皆さまへ　後継者はお決まりですか？

相談
無料

事業承継・引継ぎ支援センターは
国が設置した公的機関です。
センター関係者は、全員守秘義務
を負っていますので安心してご相
談ください。

☎ 076-256-1031
金沢市鞍月 2 丁目 20 番地
　県地場産業振興センター新館 2F
　公財）石川県産業創出支援機構

事業承継に関するお問合せは
県事業承継・支援センターのほか
〇町商工会　☎62-0181　　〇ふるさと振興課　☎62-8526

コードを無理に
引っ張るのはや
めましょう !

8 月は「電気使用安全月間」「電気使用安全月間」です

　8 月は、経済産業省主唱による「電気使用安全月間」です。
　夏は暑さで集中力も低下しがちです。また、汗もかきやす
く、肌の露出も増えるため、感電などの電気事故が発生しや
すくなります。
　電気は正しく安全に使いましょう。

ぬれた手で電気
器具にふれるの
はやめましょう !
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能登高　地域貢献ボランティア活動

　能登高校では、毎年 6 月、地域貢献プロジェクトと
して校外の清掃活動を行っています。
　今年も 4 日間にわたり学校周辺の美化作業を実施し
ました。先の 3 日間は、放課後、美化委員・環境ＩＳ
Ｏ委員・ＪＲＣ部を中心とした有志が草刈りを行いま
した。最終日の 6 月 22 日には、全校生徒、教職員、
まちなか鳳雛塾のスタッフら約 200 人が学校周辺の溝
掃除や草刈りを行い、環境美化に努めました。

ほ

ヒラメの稚魚を放流する児童たち

鵜川小　栽培漁業ミニ体験教室

旧瑞穂小中学校　校舎お別れ会

　2006 年 3 月に閉校し、年内に解体が予定されている旧瑞穂小
中学校の校庭で、校舎お別れ会が開かれました。
　7 月 17 日、卒業生や地域住民らおよそ 200 人が集まりました。
この日に合わせて町外から帰省した人も多く、3 世代揃って参加
する家族連れの姿もありました。
　参加者らは瑞穂小学校の校歌を斉唱し、上空からの記念撮影
を行いました。校舎を前に、人文字で「ミズホ」と形作ります。
上空で撮影するドローンに向かって一斉に手を振り、校舎とと

も に 記

　7 月 4 日、鵜川小学校 4 年生 10 人が、みはらしの
浜でヒラメの稚魚の放流を行いました。
　放流した稚魚 105 匹のうち、48 匹は 4 年生を中心に、
児童らが校内の水槽で飼育・観察したもので、2 週間
かけておよそ 10㌢ほどに成長しました。
　児童らは、稚魚の入ったバケツを大事そうに持ち、

「元気でね」「頑張ってね」と声をかけながら、ゆっく
りと海に放流していました。

掃活動で地域に貢献

育したヒラメの稚魚を放流

い出の学び舎よ永遠に　人文字でお別れ

 　7 月 12 日、柳田中学校 2 年生 18 人が、小間生公
民館で久田和紙を使ったうちわ作りを体験しました。
　好きな絵柄の和紙を選んだ生徒たちは、型取りをし、
刷毛でうちわの骨組みに糊付けします。形を整え、縁

ふち

と「みみ」をつけて完成です。
　細かな作業に苦戦する場面もありましたが、完成し
たオリジナルうちわを手に「これで夏を乗り切りたい」
と満足そうな様子でした。

柳田中2年生　うちわ作り体験

田和紙でオリジナルうちわ久

真剣な表情で形を整えていく生徒たち

　6 月 28 日、しらさぎ保育所と柳田保育所の 5 歳児
29 人が、やなぎだブルーベリー園を訪れ、ブルーベリー
の摘み取り体験を行いました。
　園児らは、約 800 本が植えられた園内を大粒な実を
探して走り回ったり、友達と大きさを比べたりしなが
ら、次々に摘み取っていました。
　太陽の光を浴びた完熟ブルーベリーは甘酸っぱく、
園児らは笑顔でほおばっていました。

酸っぱい果実を堪能
ブルーベリー摘み取り体験

甘

ボディーパーカッションで共演

どれが甘くて美味しいかな？校歌を合唱する参加者たち

都フィルハーモニー室内合奏団の生演奏に魅了
松波中学校　子ども育成推進授業

飼

学校周辺の道路の草刈りをする生徒たち

思

清

　6 月 21 日、松波中学校で、京都フィルハーモニー
室内合奏団による公演が開催されました。
　演奏会は子ども育成推進事業の一環で、学校公開
週間に合わせて行われ、全校生徒と保護者らが、プ
ロ奏者による生演奏を楽しみました。
　京都フィルのメンバーは 5 月にも来校し、ワーク
ショップを行っています。生徒たちは、そこで教わっ
たボディーパーカッションを練習してきました。休
憩を挟んだ後半には、いよいよ本番！全校生徒が一迫力ある演奏に聴き入る生徒たち

京

体となってオーケストラとの共演を
楽しみました。また、中社進校長が
指揮し、オーケストラを伴奏に校歌
を合唱しました。
　生徒を代表して、3 年の板谷麻耶さ
んが「本格的な音で、迫力を感じた」
とあいさつし、生徒たちは体と心で
音楽の世界を感じていました。

念写真に納まりました。
　会が終わってからも、旧校舎を散策したり、思い出
話で当時を懐かしむなど、思い出のたくさん詰まった
学び舎との別
れをいつまで
も惜しんでい
ました。

参加者全員で形作った（瑞穂公民館提供）

上空のドローンに手を振る
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■ 

珠
洲
陶
器
窯
跡

問教育委員会事務局
☎ 62-8537

　　　  珠洲焼

　12 世紀中葉（平安時代末）から 15 世紀末（室町時代中期）にかけてつくられ、中世日本を代表す

るやきものの一つでもある。北海道南部から福井県にかけての日本海側に広く流通していた。

　製作技法は、古墳時代から平安時代にかけて焼かれた須恵器を受け継ぎ、窖
あながま

窯を使用している。燃

料量に対して供給する酸素の少ない還
かんげんえんしょうせい

元炎焼成により、1200 度以上の高温で焼き締める。火を止めた

後も窯を密閉し窯内を酸欠状態にすることで、粘土に含まれる鉄分が黒く発色し、焼きあがった製品

は青灰から灰黒色となる。

　品物はほかの中世の窯と同様に、壺や甕、鉢の 3 種類が中心。14 世紀に最盛期をむかえ、日本列島

の四分の一を商圏とするまでになるが、15 世紀後半には急速に衰え、まもなく廃絶。

　窯跡が分布する土地を若山荘として領有した京の九条家と、直接荘園経営にあたった日野家の関与

があったと考えられ、珠洲焼の生産期間が若山荘の成立・衰退とほぼ軌を一にしている。

■ のっぴーグラスづくり
　アマビエのっぴーと 8 月の絵柄「のっぴー海水浴」

日時　8月14日㊐
時間　10:00 ～ 12:00  ／ 13:00 ～ 15:00
場所　のと里山空港　4 階　講義室

費用　無料　一家族 1 個程度
　　　　（子ども連れの場合は子どもの数分）

　※事前予約も可能です。電話でお申込みください。
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れ
、
複
数
の
窯
跡
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
後
の
調
査

で
、
12
世
紀
末
期
か
ら
13
世
紀
末
期
（
平
安
時
代
末
期
～
鎌
倉
時

代
前
期
）
の
窯
跡
2
基
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

珠
洲
焼
の
窯
跡
は
、
珠
洲
郡
の
う
ち
若
山
荘
と
呼
ば
れ
た
荘
園

の
全
域
に
分
布
し
て
お
り
、
若
山
荘
の
領
主
が
そ
の
生
産
に
関
係

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

のと里山空港 問のと里山空港賑わい創出実行委員会　
☎ 0768-26-2303

イベントは変更や中止となる
場合があります。最新情報を
ご確認ください。

☎ 74-1919
FAX74-1920

E-mail：nmci@notomarine.jp

のと海洋ふれあい
センター☎ 62-4655

うみとさかなの
科学館

■今月の教室

缶バッチ
工作

受付時間　  9:30 ～ 11:00　／　13:00 ～ 15:30
費用　　　無料
　※工作教室はどなたでも参加できます。
　　未就学児は保護者と一緒に参加してください。

休館日　毎週月曜日　★ 15 日㊊は開館します！

オリジナル作品を作ってみよう !

海藻コースター
工作

マスク着用などの感染対策にご協力お願いします。

■パワー磯観察で
　　磯の生物を探そう

ウエットスーツとマリン
ブ ー ツ を 着 て 磯 に 入 り、
箱めがねで水中の生き物
を観察します。

実施日　9 月 17 日㊏
時間　13:30～15:30　　　
定員　3組　（1組は家族または5人程度のグループ）
　　　　※小学5年生以上
費用　300円　
※高校生以上は別途入館料210円　
持ち物　水着、タオル
予約　事前の申込みが必要 いしかわ自然学校

ヤドカリ学級

続続☆☆星星ののささやきささやき
「夏の風物詩　ペルセウス座流星群」「夏の風物詩　ペルセウス座流星群」 問星の観察館「満天星」問星の観察館「満天星」

☎ 76-0101☎ 76-0101

　夜空に突然現れてはすぐに消えていく流れ星。流れ星はいつどこに流れるか分からないので、見えたら嬉しく
なりますね。8 月 12 日前後には「ペルセウス座流星群」が見頃を迎えます。
　流れ星は、宇宙にある小さなチリが地球の大気にぶつかって光る天文現象です。毎年ある時期になると流れ星
の群れ「流星群」が見られます。ペルセウス座流星群は、スイフト・タットル彗星が太陽に近づいた時にまき散
らしたチリが素となっている流星群です。1 年の中で流星群はたくさんありますが、特に多く流れるのが今回の
ペルセウス座流星群と 12 月のふたご座流星群です。今年のペルセウス座流星群の頃は一晩中月明かりがあるた
め条件はよくありません。それでも明るい流れ星が多いので十分に楽しめます。この日は少し夜更かしをして流
星群を楽しんでみましょう。

【ペルセウス座流星群の観察情報】
日時　ペルセウス座流星群の流れ星が一番多
く流れるのは 8 月 12 日㊎午後 10 時から 13
日㊏午前 2 時半頃です。午後 9 時以前の時
間帯はそれほど流れません。
　北東の空に見えるペルセウス座から流れ星
が四方八方に流れるように見えます。夜中に
なればなるほどペルセウス座が高く昇るため
多く流れます。前後数日も少し流れます。
観察場所　町明かりが少なく、空が開けた場
所が見やすいです。
見る方角　流れ星が流れる方角は完全にラン
ダムです。見る方角はどこでも大丈夫です。
ただし、月は眩しいので見ないようにしま
しょう。
見方　レジャーシートに寝転がったり、アウ
トドアチェアに座って眺めるのがおススメで
す。枕やクッションがあるとより快適に観察
できます。虫よけ対策もしましょう。
数　流れる数の予想は難しいですが、街明か
りが少ない場所では 1 時間に多くて 10 個程
度の流れ星が見られるでしょう。

☆☆ペルセウス座流星群観望会
日　時　8 月 12 日㊎　21:30 ～ 23:00（時間内自由参加）
場　所　星の観察館「満天星」前の広場
定　員　　50 人　　
料　金　　無料
持ち物　レジャーシート、懐中電灯、マスク、虫よけ
予　約　必要、お電話でご予約ください（☎ 76-0101）
※予約なしの人も柳田植物公園内の芝生広場などで観察
　できます。

限定
50 個＊ 8 月のヤドカリ学級は

　定員に達しています。


